
 

 

令和８年（２０２６年） 9 月１１日 
 

～ウイルス性肝炎・肝疾患普及啓発～ 

熊本城天守閣をブルーライトアップします 

 

 
 

 

 

１ 実施内容 

熊本城天守閣ライトアップ（青色） 

日時：令和 8 年（２０２６年）9 月１８日（金） 日没後～２２時 

場所：熊本城天守閣 

※青色は「世界・日本肝炎デー」のシンボルカラーです。 

 

２ 関連事業  

「アジア太平洋肝臓学会（APASL）STC 2026 熊本」 

主催：アジア太平洋肝臓学会 

日時：令和 8 年（２０２６年）9 月１８日（金）～9 月 19 日（土） 

場所：ホテル日航熊本 

 

３  ウイルス性肝炎について 

Ｂ型肝炎ウイルスやＣ型肝炎ウイルスは、感染していても自覚症状に乏しいため、気付か

ないまま肝硬変や肝がんなどの重篤な病態に進行することがあります。 

しかし、早期に感染を発見し、適切な治療につなげることで重症化を防ぐことができるた

め、一度も検査を受けたことがない方は、ぜひ検査を受けてください。 

熊本市では、「熊本市に住民登録がある方」で、「これまで肝炎ウイルス検査を受けたこと

がない方」を対象に、無料で B 型・C 型肝炎ウイルス検査を実施しています。 

 

参考：本市ホームページ B 型・C 型肝炎対策（検査、治療、予防について） / 熊本市公式サイト 
 

 

 

 （お問い合わせ先） 

健康福祉局保健衛生部感染症予防課  

電話：096-364-3189 

課長：鳩野（はとの） 

担当：飯干（いいほし）、上野（うえの） 
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熊本市では、ウイルス性肝炎・肝疾患に関する正しい知識の普及と肝炎ウイルス検査の受検促進

を目的として、熊本城天守閣のブルーライトアップを実施します。 

また、同日、本市で開催される「アジア太平洋肝臓学会（APASL）STC 2026 熊本」に合わせて

実施することにより、肝炎対策への理解促進を図ります。 

https://www.city.kumamoto.jp/kiji0035031/index.html

